
隣 接 コンピュー タか ら A la rm A c c  /  D o c L a u n C S  へ の リモ ー ト指 令

 A c tio n C S  アクション・シー エス   V e r1 .0 2 .0
取 扱 説 明 書

■  A ctio n C S  概 要  ■

筆 者 作 成 の  A larm A cc(アラー ム・エ ー シー シー ) お よび  D o cL au n C S (ドック・ラン) 
に 登 録 され てい る、ドキュメント(フォル ダ・実 行 ファイル を含 む )を開 く、または 起 動
す る操 作 を L A N  で 接 続 され てい る隣 接 コンピュー タか ら行 うため の 送 信 設 備 (リモ
コン)で す 。送 信 設 備 としては や は り筆 者 作 成 の  T im erA (タイマ ー ・エ ー ) が ありま
す が 、 A ctio n C S  は そ の 時 限 装 置 部 分 をは ず し受 信 設 備
(A larm A cc/ D o cL au n C S )へ 手 動 で 信 号 を送 るツー ル で す 。
受 信 設 備 に パ ソコンの シャツとダウンツー ル を登 録 してお けば 、ファイル サ ー バ など
通 常 人 が 操 作 しない パ ソコンを遠 隔 操 作 で 電 源 オ フす ることに 使 えます 。また簡 単
なメッセ ー ジの 送 付 もで きます の で １階 ・２階 で の 連 絡 などに も使 えます 。定 型 的 な
指 令 は ファイル として保 存 で き、起 動 書 式 で 自 動 開 始 、終 了 が 可 能 で す 。 自 分 の
パ ソコンの D o cL au n C S  か ら簡 単 に 起 動 で きるように してお くと隣 の パ ソコンで 結 構
遊 べ たりします 。

■  インストー ル 方 法  ■

インストー ラは 用 意 してい ませ ん 。
任 意 の ドライブ に 新 規 に フォル ダを作 成 (例 えば  C :¥ A ctio n C S  とか  C :¥ P ro gram  
F iles¥ A ctio n C S  など)して、解 凍 され たファイル 全 てコピー します 。後 は 、
A ctio n C S .exe ファイル をエ クスプ ロー ラ上 で ダブ ル クリックす れ ば 動 き出 します 。
必 要 に 応 じて、A ctio n C S .exe の ショー トカットを作 り、デ スクトップ などに 置 い てお
けば 使 い や す くなります 。
定 型 的 な指 令 が あれ ば 、「名 前 をつ けて保 存 」で  A ctio n C S定 義 ファイル (拡 張 子
= actn )が 作 成 で きます 。使 用 す る場 合 は 拡 張 子  actn  に 対 してA ctio n C S .exe をウ
ィンドウズ標 準 の 関 連 付 けしてお くと便 利 で す 。

ウィンドウズで の 関 連 付 けは ウィンドウズの レジストリを追 加 します の で 、これ を回 避
したい 場 合 は 筆 者 作 成 の  D o cL au n C S  内 で の 関 連 付 けを行 えば 、D o cL au n C S  か
ら A ctio n C S定 義 ファイル が 簡 単 に 使 えるように なります 。

■  バ ー ジョンアップ 方 法  ■

基 本 的 に バ ー ジョンアップ は  A ctio n C Sを終 了 させ 、配 布 され た書 庫 ファイル を解
凍 して得 られ たファイル をインストー ル フォル ダに 上 書 きコピー す るだ けで す 。ユ ー
ザ 固 有 の 環 境 設 定 ファイル や ドキュメント保 存 用 の ファイル などは そ の まま引 き継
が れ ます 。
A ctio n C S  の メニュー バ ー の  [ファイル ] -  [インストー ル 先 フォル ダを開 き終 了 ]は 、
インストー ル フォル ダを開 くと同 時 に  A ctio n C S  も終 了 す るの で バ ー ジョンアップ 時
に は 便 利 で す 。

■  アンインストー ル 方 法  ■



アンインストー ラは ありませ ん 。
A ctio n C S .exe が 収 まってい るフォル ダごと削 除 してくだ さい 。インストー ル 時 や 動
作 時 に レジストリは 使 ってい ませ ん の で アンインストー ル は これ で 完 了 で す 。

※ 手 動 で 、拡 張 子  d sta をウィンドウズ標 準 の 関 連 付 け操 作 を行 ってい る場 合 は 、
レジストリに 残 ります 。
この 削 除 は エ クスプ ロー ラを起 動 して、「ツー ル 」-「フォル ダオ プ ション」の 「ファイル
タイプ 」タブ で  actn  を探 し出 し削 除 してくだ さい 。・・・他 の もの を消 さない よう注 意
して行 ってくだ さい 。

■  動 作 環 境  ■

・W in d o w s2 0 0 0、W in d o w sX P  の 日 本 語 W in d o w s で
　　 「.N E T  F ram ew o rk 2 .0」以 上 が インストー ル され てい る3 2 b itパ ソコン。
・W in d o w sV ista、W in d o w s7  の 日 本 語 W in d o w sが 動 作 してい る3 2 b itパ ソコン。

ご自 分 の パ ソコンに  「.N E T  F ram ew o rk 2 .0」以 上 が 動 作 してい るか どうか は 「コント
ロー ル パ ネ ル 」-「プ ログラムの 追 加 と削 除 」か ら判 断 す ることが 出 来 ます 。筆 者 の
場 合 で す と

    M icro so ft .N E T  F ram ew o rk 2 .0

の 一 行 が 見 出 せ ます 。 2 .0  以 上 で あれ ば  O K  で す 。

最 近 は マ イクロソフトの  W in d o w s U p d ate ペ ー ジか ら 後 続 バ ー ジョンが 比 較 的 簡
単 に インストー ル が 可 能 に なってい ます 。
W in d o w s V ista 以 降 の パ ソコンに は  F ram ew o rk 2 .0  の 後 続 バ ー ジョンが す で に イ
ンストー ル され てい ます 。

なお 、「.N E T  F ram ew o rk V ersio n 2 .0  インストー ル ガ イド」を筆 者 の サ ポ ー トペ ー ジ
「屋 根 裏 実 験 室 」に 公 開 してい ます 。よろしけれ ば 参 考 に してくだ さい 。
> >  屋 根 裏 実 験 室  オ リジナ ル 作 品  
 h ttp :/ / h o m ep age1 .n ifty.co m / yan eu razikken / gallery.h tm l

A ctio n C S  は L A N で 接 続 され たパ ソコン間 の 通 信 ツー ル で す の で 、前 提 となる 
L A N  の 接 続 が 正 常 に 動 作 してい ることが 必 要 で す 。 パ ソコン間 で フォル ダ共 有 ま
たは プ リンター 共 有 などが 正 常 に 動 作 してい るL A N 環 境 で したら問 題 ない と思 わ
れ ます 。

■  起 動  ■

起 動 は インストー ル したフォル ダに ある実 行 ファイル 「A ctio n C S .exe」 をエ クスプ ロ
ー ラで ダブ ル クリックします 。もちろん ショー トカットを作 成 してデ スクトップ 、タスクバ
ー に あるクイック起 動 ツー ル バ ー などに お い てお けば 利 便 性 が まします 。もしプ ロ
グラムランチ ャー を使 用 してい るの で あれ ば そ こに 登 録 してお くの も便 利 に つ か う
方 法 で す 。
継 続 的 に 使 うようで したら、A ctio n C S  の 定 義 ファイル (拡 張 子 = actn )に 対 してウィン



ドウズ標 準 の 関 連 付 けをしてお くと起 動 しや す くなります 。

■  メイン画 面  ■

    

A ctio n C S  の 信 号 を受 け取 る受 信 設 備 の ツー ル は ２種 類 あります 。 A larm A cc と 
D o cL au n C S  で す 。A ctio n C S  を使 用 す るに は い ず れ か の 受 信 設 備 が 必 要 に なり
ます 。

受 信 設 備 は 筆 者 の  W ebペ ー ジ 屋 根 裏 実 験 室 ( 
 h ttp :/ / h o m ep age1 .n ifty.co m / yan eu razikken /   ) か らダウンロー ドが 可 能 で す 。

[ 送 信 先 機 器 名  ]
受 信 設 備 の ツー ル が 動 作 してい るパ ソコンの 「コンピュー タ名 」で す 。コンピュー タ
名 は  A larm A cc の 場 合 、起 動 した初 期 画 面 で 表 示 され ます 。 また、D o cL au n C S  
の 場 合 は 起 動 したあとメニュー の 「環 境 」－ 「環 境 設 定 」－ 「受 信 設 備 」の 画 面 で 確
認 で きます 。詳 細 は そ れ ぞ れ の 取 扱 説 明 書 に て確 認 してくだ さい 。

[ ポ ー ト番 号  ]
A ctio n C S  か らの 信 号 を実 際 に 受 け取 るツー ル を識 別 す る番 号 で す 。D o cL au n C S  
の 場 合 デ フォル ト値 として「9 9 1 3」 に なってい ます 。 D o cL au n C S  を１台 の パ ソコン
で ２つ 動 作 させ てい る場 合 は  この ポ ー ト番 号 を 異 なる値 に します 。そ うす ることに
より A ctio n C S  か らの 信 号 の 行 き先 を個 別 に 決 定 す ることが で きるように してい ます 。
なお 、同 一 ポ ー ト番 号 をもつ 受 信 設 備 を同 一 パ ソコン内 で 複 数 起 動 す ると起 動 が
キャンセ ル され るか 、通 信 処 理 に 障 害 が 発 生 します 。

ポ ー ト番 号 の 決 定 は 他 の 通 信 機 器 、通 信 ソフトが 使 用 してい ない 番 号 を選 ぶ ことが
重 要 で す 。デ フォル トの 「9 9 1 3」は そ うい う数 値 と思 わ れ るもの で す が 、万 一 重 複 し
てい るようで したら変 更 してくだ さい 。

[ ドキ ュメント番 号  ]
受 信 設 備 に 登 録 され てい るドキュメント(デ ー タファイル ・フォル ダ・実 行 可 能 ファイ



ル など)の シリアル 番 号 の ことで す 。この 番 号 で 、開 きたい 、もしくは 実 行 させ たい ソ
フトを指 定 します 。

[ ツー ル 番 号  ]
D o cL au n C S  の 場 合  0～ 4  の 番 号 を指 定 します 。 0  は ウィンドウズ標 準 で 関 連 付 け
され てい るツー ル を使 用 す るとい う意 味 で す 。 1～ 4  は  D o cL au n C S  独 自 で 関 連 付
けされ てい るツー ル 番 号 で す 。 A larm A cc の 場 合 は 独 自 の 関 連 付 けは ありませ ん
の で  0  の 指 定 しか 意 味 を持 ちませ ん 。

[ メッセ ー ジ  ]
受 信 設 備 側 で 表 示 され るメッセ ー ジで す 。

[ 覚 書  ]
定 義 ファイル として保 存 したとき、そ の 内 容 説 明 をメモ 書 きす る領 域 で す 。定 義 ファ
イル に は 保 存 され ます が 、ここに 書 か れ た記 述 は 動 作 に か か わ りませ ん 。
ドキュメントの 指 定 などが 番 号 で か つ 受 信 設 備 側 で 管 理 され てい るもの で 、 
A ctio n C S  の パ ソコンか らは そ の 内 容 を調 べ られ ませ ん (この 部 分 は 将 来 改 善 の 余
地 が あります )。 そ の ため の とりあえず の 打 開 策 で す 。

■  受 信 設 備 の 設 定  ■

◆ D o c L a u n C S  で の 環 境 設 定

    
     D o cL au n C S環 境 設 定 例

D o cL au n C S  の メニュー 「環 境 」－ 「環 境 設 定 」－ 「受 信 設 備 」に より上 記 画 面 が 開
きます 。設 定 内 容 は 筆 者 が 使 用 してい るもの で す 。ここで の 例 で は 、コンピュー タ
名 が 「se n sa」、 ポ ー ト番 号 「 9 9 1 4  」となってい ます 。
この 画 面 か らは コンピュー タ名 は 表 示 す るだ けで 、設 定 や 変 更 は 行 えませ ん 。
コンピュー タ名 の 設 定 変 更 は W in d o w sX P (sp 2 )の 場 合 は デ スクトップ の マ イコンピュ
ー タの 右 クリックか ら「「プ ロパ ティ」－ 「コンピュー タ名 」－ 「変 更 」で 行 うことが で き
ます 。



また、ここで の 例 で は 、隣 接 コンピュー タか らの  メッセ ー ジとアクションの 受 け取 りを
許 可 してい ます 。ここで 許 可 の チ ェックをは ず してい ると A ctio n C S  か らの 信 号 は
無 視 され ます 。
要 す るに 、A c tio n C S か らの 信 号 を受 け 取 るか 受 け 取 らな い か の 最 終 決 定 権 は
受 信 側 に あります 。
忙 しくて、隣 の 人 か らの チ ョッカイに か まってい られ ない ときは 「受 信 設 備 を有 効 に
す る」の チ ェックをは ず す か 、必 要 に 応 じて下 の 「メッセ ー ジを表 示 す る」または 「ア
クションを実 行 す る」の チ ェックをは ず します 。

◆ A la rm A c c  で の 環 境 設 定

A larm A cc は 常 駐 プ ログラムで す 。常 駐 され るとデ ィスクトップ の 右 下 に ある通 知 領
域 (タスクトレイ)に A larm A cc の アイコンが 追 加 され ます 。そ の アイコンを右 クリック
す るとメニュー が 表 示 され ます 。

メニュー 「設 定 」で 環 境 設 定 の ダイアログ画 面 が 開 きます 。この 中 に  D o cL au n C S  
同 様 に ポ ー ト番 号 が 指 定 で きる欄 が 用 意 され てい ます 。
起 動 され るドキュメントファイル は  A larm A cc で は アクションファイル 、もしくは 動 作 フ
ァイル とい う言 い 方 をしてい て、環 境 設 定 画 面 か ら登 録 で きます 。登 録 で きるドキュ
メントは  5 0個 で す 。ドキュメント番 号 としては  0～ 4 9  の 範 囲 に なります 。

詳 細 は  A larm A cc 取 扱 説 明 書 を参 照 してくだ さい 。

[注 意 ]
重 複 説 明 で す が 、１台 の パ ソコン内 で 同 一 の ポ ー ト番 号 を指 定 した 受 信 設 備
の ツー ル (ソフト)は 動 作 させ ることは で きませ ん 。 D o c L a u n C S  と A la rm A c c  を
動 作 させ るときは そ れ ぞ れ の ポ ー ト番 号 は 異 な る数 値 に して くだ さい 。

■  メニュー 説 明  ■

◆ ファイル

> >  定 義 ファイル を開 く
A ctio n C S定 義 ファイル (拡 張 子 = actn ) を読 み 込 み ます 。

> >  定 義 ファイル の 上 書 き保 存
現 状 の 設 定 をA ctio n C S定 義 ファイル (拡 張 子 = actn )へ 上 書 き保 存 します 。ファイル
名 が 定 まってい ない ときは 別 名 保 存 と同 様 に ファイル 名 と保 存 先 指 定 の 画 面 が 表
示 され ます 。

> >  定 義 ファイル の 別 名 保 存
現 状 の 設 定 をA ctio n C S定 義 ファイル (拡 張 子 = actn )を保 存 します 。この ときファイル
名 と保 存 先 指 定 の 画 面 が 表 示 され ます 。

> >  インストー ル 先 フォル ダを開 く



A ctio n C S .exe の あるフォル ダを開 きます 。

> >  インストー ル 先 フォル ダを開 き終 了
A ctio n C S .exe の あるフォル ダを開 い た後 、プ ログラムを終 了 させ ます 。 A ctio n C S  
の バ ー ジョンアップ の 上 書 きコピー す る場 合 に 便 利 で す 。

> >  終 了
プ ログラムを終 了 します 。

◆ 環 境

> >環 境 設 定

[ 全 般  ]
A ctio n C S定 義 ファイル 保 存 の ため の 専 用 フォル ダを指 定 します 。
メニュー 「ファイル 」－ 「定 義 ファイル を開 く」の ときなどで 優 先 候 補 の フォル ダに なり
ます 。

[ 外 部 ツー ル  ]
内 部 で 起 動 す るファイル 管 理 ツー ル を設 定 で きます 。
設 定 され てい ない ときは  ウィンドウズ標 準 (多 くは エ クスプ ロー ラに なると思 い ます )
の ファイル 管 理 ツー ル を使 用 します 。

◆ ヘ ル プ

> >  バ ー ジョン情 報
バ ー ジョン情 報 の 表 示

> >  サ ポ ー トW ebペ ー ジ
サ ポ ー トW ebペ ー ジ「屋 根 裏 実 験 室 」を表 示 します 。インター ネ ットへ の 接 続 を行 い
ます 。

■  起 動 書 式  ■

※ 注 意 ※
・起 動 書 式 で パ ス名 を指 定 す る場 合 は 「"」ダブ ル コー テ ー シ ョンで くくるように
して くだ さい 。
・書 式 の 記 述 に は 不 要 な スペ ー スは 入 れ な い で くだ さい 。
・半 角 スペ ー スは スイッチ 識 別 子 の 区 切 り文 字 として 使 用 して い ます 。

> >  / a c tn = < A c tio n C S 定 義 ファイル パ ス名 >

A ctio n C S定 義 ファイル (拡 張 子 = actn )の 指 定 スイッチ 。 スイッチ 識 別 子 の  / actn =  
は 省 略 可 能 で す 。

> >  / g



自 動 開 始 スイッチ 。 起 動 され るとオ ペ レー タの 送 信 ボ タンを待 たず に 即 、送 信 が
開 始 され ます 。メッセ ー ジなどの 設 定 内 容 を確 認 したり再 設 定 す るタイミングは あり
ませ ん 。

> >  / e   また は   / e = < 遅 延 時 間 >

自 動 終 了 スイッチ 。送 信 が 完 了 す ると、A ctio n C S .exe も終 了 します 。 遅 延 時 間 を
指 定 す るとそ の 時 間 だ け終 了 を遅 らせ ます 。遅 延 時 間 の 単 位 は  1 / 1 0  秒 で す 。指
定 有 効 範 囲 は  1 0 (1秒 )以 上 で す 。指 定 をしてい ない ときの デ フォル ト値 は  1 0 (1秒 ) 
に なってい ます 。

> >  / m

最 小 画 面 指 定 スイッチ 。最 小 化 画 面 で A ctio n C S .exe を起 動 す る。自 動 開 始 スイッ
チ (/ g)が 指 定 され てい るときモ ニター 画 面 の 煩 雑 を避 けます 。
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